
SQLを学ぶべき理由
データ世界の「共通言語」

なぜReactやPythonではなく、SQLが
「最も投資対効果の高いスキル」なのか

https://martechfarm.com/



“
Applications come and go,

but data is forever.

— ソフトウェア開発における普遍の格言

流行りの言語で作られた UIやアプリは、数年で作り直されます。
しかし、そこに蓄積された「顧客データ」は企業の永遠の資産です。

その資産を引き出し、価値に変える唯一の鍵。それが SQLです。



CHAPTER 1

SQLの歴史と普遍性

なぜ50年間、廃れないのか

RDBMS誕生からクラウド時代まで、変わらなかった唯一のもの



SQL 50年の歴史：インフラが変わっても言語は変わらない

1974年にIBMで誕生して以来、データ保存のインフラは劇的に進化しましたが、
それを抽出する言語（ SQL）は、一度もその座を譲っていません。

1970s

RDBMSの誕生

IBMのE.F. Codd博士が
リレーショナルモデルを提

唱。
最初のSQL（SEQUEL）が誕

生。

1990s

Oracle等の普及

企業の基幹システムで
RDBMSが爆発的に普及。
SQLが国際標準規格へ。

2010s

Big Data / Cloud

HadoopやBigQueryの登場。
ペタバイト級データも

SQLで処理できる時代へ。

2020s-

CDP / Data Lake

Treasure Data等のCDP時
代。

全チャネルのデータ統合と
分析が全てSQLベースで完

結。



技術レイヤーによって異なる「寿命」

Frontend（UI）

平均寿命

3〜5年

jQueryからVue、Reactへ。ユーザー
体験の変化に合わせ最も頻繁に作
り替えられる「皮」の層。

Backend（Logic）

平均寿命

5〜10年

Python→Go→Rustへ。クラウド移行・
マイクロサービス化のタイミングで刷
新される「筋肉」の層。

Database（SQL）

平均寿命

50年以上

リレーショナルモデルと SQLは不変。
どれほどインフラが変わっても、
データの「骨格」は変わらない。

UIは「皮」、Backendは「筋肉」、Databaseは「骨格」。皮を替え、筋肉を鍛え直しても、骨格が変わることはありません。



なぜ50年間も廃れないのか？「宣言型言語」の美しさ

How型 vs What型

C言語やJavaなどは「どうやって（How）データを探す
か」という手順を人間が書く必要があります。

SQLは「何が欲しいか（What）」だけを書く言語です。

例：東京に住む30代のリストが欲しい、と宣言するだ
け。

SELECT * FROM customers
WHERE city = '東京'
  AND age BETWEEN 30 AND 39

進化するのは「裏側」のエンジン

「どうやって探すか」の最適化は、OracleやTreasure Dataと
いったデータベース側のエンジンが進化し続けて解決してく
れます。

そのため、人間が書くSQLの文法自体は古くならず、50年前
のコードが最新のクラウドでもそのまま動くのです。

50年前のSQLが、今日のBigQueryで動く



トレンド言語との比較：なぜ SQLを学ぶべきか

技術の「陳腐化サイクル」に注目してください。SQLは圧倒的に寿命が長いスキルです。

言語  / 技術 主な役割 ビジネス上の目的 トレンド寿命

React / Vue Frontend (UI)
ユーザーが見て操作する「画面」を作る。体験
(UX)の改善に直結する。 約 3〜5年

Python / Ruby Backend / AI
システムを動かす「論理処理」を作る。 AIモデルの
開発やアプリの裏側。 約 5〜10年

SQL Database（データ）
ビジネスの源泉である「データ」を抽出し、定義
し、インサイトに変える。 50年以上〜



CHAPTER 2

SQL × Excel
ハイブリッド活用術

「エンジン」と「コックピット」の最強連携

データ分析の生産性を劇的に向上させるワークフロー



なぜ「表計算ソフト」だけでは足りないのか

Excelの限界

スケールの限界：100万行を超えるとファイルすら開け
ない

計算速度の低下：VLOOKUPを多用すると再計算に数
分かかる

属人化の温床：複雑なマクロや関数が「ブラックボック
ス」化する

再現性の欠如：誰が何をしたかがコードとして残らな
い

SQLによる「データ処理の分離」

100M+ 件を処理可能

秒速 でのクエリ実行

コード で再現性確保

「データの蓄積・集計」を SQLに任せ、「分析・プレゼンテーション」を Excelに任せる。これが現代データ分析の黄金律です。



エンジンとコックピット：役割分担による最強の親和性

SQL — エンジン

膨大なデータを高速に削り出し、必要な形に成形する
強力なエンジンとして機能します。

100M+件の高速集計

結合・フィルタリング

クレンジング・名寄せ

自動化・スケジュール実行

→

Excel — コックピット

削り出された結果をグラフ化し、人間が解釈できるイン
サイトへと変換する洗練されたコックピット。

グラフ・ビジュアライゼーション

ピボット分析・深掘り

レポート・共有

Power Queryでの接続

連携の4大メリット：　① 自動化（毎回ボタン一つで最新データ）　② データ品質の維持　③ 再現性の確保　④ スケーラビリ
ティの獲得



標準的な分析ワークフロー

01

Extract

SQLで削り出す

必要なデータを
データベースから
高速に抽出する

→

02

Transform

Power Queryで整える

型変換・クレンジング
をノーコードで

実施する

→

03

Analyze

Excelで深掘り

ピボットテーブルで
多角的な分析を

展開する

→

04

Visualise

グラフ化する

インサイトを
チャートで表現し
意思決定に活かす

「重い計算」はSQLで完結させ、Excelには「結果」だけを渡す。これが現代ハイブリッド運用の鉄則です。



CHAPTER 3

AI時代のSQL

AIと対話するための「最高精度のプロンプト」

ChatGPT・GitHub Copilotの時代に、なぜSQLの価値は上がるのか



未来予想：AI時代のSQL

「AIがコードを書くなら、 SQLを学ぶ必要はないのか？」  → 答えはNOです。

能力①： AIへの指示力

AIに「どのテーブルをどう繋ぐか」を正確に指示（プロ
ンプト）する能力。

SQLの知識なしに、AIが正しいクエリを生成することは
できません。

能力②：出力の検証力

AIが出力したコードの「ビジネス要件に対する正しさ」
を検証・修正する能力。

「動く」と「正しい」は別物。最終的な品質保証は人間
の仕事です。

AI時代において、SQLはAIと対話しデータを操るための「最高精度のプロンプト」として、むしろその価値を暴騰させます。



生成AIの「光」と「影」： SQLが最強の武器になる理由

✅ AIの得意領域

高度な分析レポートの作成（数秒で完了）

広告クリエイティブの生成

CRMメール文面や施策アイデアの考案

定型コードの自動生成

⚠ AIの死角（ラストワンマイル）

業務コンテキストの理解不足

「3年前の移行時のダミー IDを除外する」などの暗黙ルール
はAIに分からない

パフォーマンスとチューニング

AIが生成するSQLは「動くが遅い」ことが多い。数億件では
終わらないクエリを書く

「SQLもAIに書かせればいい」は実務では通用しない。人間の SQL知識が最後の砦です。



CHAPTER 4

SQL人材の市場価値と
企業へのROI

Gartner・McKinseyが語るデータ基盤の経済的価値

エビデンスが語る「SQL人材」への投資対効果



年間平均1,290万ドルの致命的損失（ Gartner）

$12.9M
年間平均損失額（米企業）

不十分なデータ品質（Data Quality）による組織の平均的
な年間損失額。（米ガートナー社調査）

≈ 約19億円

なぜこれほどの損失が？

Garbage In, Garbage Out

凡庸なエンジニアを大量採用し、データの不整合を招くこ
とは、この巨大な損失を自ら招き入れる行為です。

スキル不足の連鎖

DBの設計破綻やクエリの乱れは、単なるIT部門の課題で
はなく、経営の根幹を揺るがす金銭的リスクです。

優秀なSQL人材への投資は、この19億円の損失を「利益」に変える最も確実な手段です。



データ駆動型組織の圧倒的優位性（ McKinsey）

23x
新規顧客獲得率の向上

Customer Acquisition

19x
収益性の向上

Revenue Performance

McKinsey & Company の調査より

この驚異的な「データ駆動」の根底を支えているのが、データベースエンジニアが構築・チューニングする強固なSQL
基盤です。

彼らへの投資は、企業収益そのものへの投資と同義です。



トップDBエンジニアが生み出す「 3つの直接的ROI」

クラウドコストの圧縮

Snowflake・BigQuery等は「従量課金」。高度なSQLチューニングにより計算リソースを最小化し、毎月のインフラ費用を数分
の一に圧縮する直接的な利益貢献となります。

AIプロジェクトの成否

McKinseyのレポートが示す通り、AI導入の成否は「前処理されたデータの品質」に依存します。強固なSQLパイプラインな
ければ、優秀なAIエンジニアも真の事業価値を生めません。

ビジネス・アジリティ

整理されたデータマートと高速なクエリは「欲しいと思った瞬間に答えが出る」環境を作ります。この意思決定の速度差が、
競合他社との決定的な競争優位性を生み出します。



CHAPTER 5

データ人材投資の
最終戦略

「育てる」か「採用する」か。正しい答えとは

Build vs Buy：コストと効果の真実



外部調達（Buy）vs 内部育成（Build）の真のコスト

優秀なデータ人材が枯渇する中、採用と育成の「隠れたコスト」を比較します。

比較項目 外部調達（Buy） 内部育成（Build）

獲得コスト
約400万円〜
（年収1200万の場合のエージェントフィー
35%）

約50〜100万円
（半年間の外部研修・メンター費用）

業務理解
（ドメイン知識）

ゼロからのスタート
（自社のデータ構造・歴史を理解するのに
半年を要する）

既に完璧に理解している
（自社の「ゴミデータ」の背景すら知ってい
る）

離職リスク
極めて高い
（より高い報酬を提示されれば即転職さ
れる）

中〜低程度
（会社が投資してくれたというロイヤリティ
の醸成）



結論：最強の「ハイブリッド組織」構想

「少数精鋭ピラミッド」が最も費用対効果の高いデータ組織モデルです。

頂点：トップ人材の「外部調達と囲い込み」

「絶望の谷を越えた天才（アーキテクト）」を 1〜数人だけ高額で採用。全社員が使う
基盤の設計とチューニングのみに専念させ、絶対に離職させない環境を与える。

土台：既存社員の「リスキリング」（ SQL入門研修）

自社の業務と「データの汚い背景」を知り尽くしている既存のビジネス職を、半年かけて「 SQLが書ける層」に引き上げます。現場の軽
微な抽出や分析を自走することで、エースの負担を激減させます。

凡庸な100人の採用コストを、圧倒的な 1人の維持に回す。これが、データを真の武器にする企業の最終戦略です。



まとめ：なぜ今、あなたが SQLを学ぶべきか

1

陳腐化しない

流行り廃りの激しいIT業界におい
て、50年変わらず、今後もAIのプロ
ンプトとして生き残り続ける「一生
モノの資産」です。

2

持ち運べる

今の会社だけでなく、スタートアッ
プからグローバル企業まで、デー
タを扱うあらゆる場所で明日から
即使える汎用性を持ちます。

3

自走できる

エンジニアの抽出待ち（数日）をゼ
ロにし、疑問が湧いた瞬間に自分
でデータを叩き、ファクトに基づい
た意思決定が可能になります。



“ There is no AI without IA
(Information Architecture).

— 業界の定説（Gartner / IBM 等で提唱）

生成AIブームの中で、フロントエンドやプロンプトエンジニアリングにばかり目が行きがちですが、
世界トップクラスの調査機関は一貫して「まずデータを整えよ（SQL/データベースの整備）」と警鐘を鳴らしていま

す。



Learn SQL.
Own Your Data.

アプリケーションは消えゆくが、データは永遠に残る。
データ世界の共通言語をマスターし、ビジネスを牽引する人材になりましょう。

https://martechfarm.com/


